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 §クルマエビ種苗生産試験

まえがき

 ここ数来来,瀬戸内海各地に糾(て,クルマエビ種苗放流事業が盛んと在り,パイ目ツトフア⊥
 ム等に拾いても,その成果があがってきたが,本県に拾い一でも,出水地先の放流事業を計画するにあ
 あたり,その放流種苗を1000万尾以上のものを放流することによりこれまでの結果よりもさらに

 判定が容易一となり,水揚げ増大を期待することができるのではないかと考え,今年度から一新設され
 た垂水増殖センターに於て年産することと左。走。文集約生産試験用,餌料試験用の種苗も鮮せて
 生産する.事と在っ走。

 材料及び方法

 産卵用新エビは,延岡,佐伯,出水その他から活魚槽で運搬した。池ば60鴎タンク10面
 (屋根付バンポーライ・・卜張り)及び,110工n3タンク4面(屋外)を使用し,生海水を150
 目布でろ過したものを飼育海水とした。春先には60m3タンク.5面を産卵促進;一幼生の歩留り

 成長をあげるために,スチーム。コイルにて加温した。栄養塩の添加は当初行友,たが,後は梅雨期
 を除い一て添加したか。た。My8i目期以降の餌料としては,アイレテシァ,アサリ肉のみであ。た。
結果

 第1回目,4月28日～5月2・4目,88万尾。第2回目,5月19日～7月10日,974万
 尾。第3回目,ア月16日～8月2ア目,288万尾。計1'350万尾を生産し,内1,000万余
 尾を出水地先に3回に分けIて放流した。



§フクトコブシ(HaIiotis・diJers・ico1or
 diversico1orReeve)の種苗生産試験

 資源の維持,増殖をはかるための放流種苗大量育成を目的とした生産試験を実施し,次記のよう
 な結果を得たので報告する。

 材料と方法

 喚験に供した親貝は,細和44年6月19日,7月29日,8月29日に種子島の西之表市住吉
 蒲田両地先で採捕されたもので,毎回現地で生殖巣の発達した牛見られるものから約400個体
 を選び出し,これを船の活魚槽に収容,・垂水増殖センターに運搬・した。そIの後これらの貝は,雄
 雄別々にコンクリート水槽(己5×2.0×1・0m)に収容し,主にアラメ,アオサ,コンブ(乾
 物)を投餌して飼育し,この中から適宜抽出供試した。在お,6月～7月に搬入された親貝は一
 高水温期た'一むか。てへい死するものが続出しIてきたため8月20日以降親貝の1都を5馬力の冷

 凍機からフ1ノオンパイプ配管されたコンクリートの冷去口水槽(2.0×1.2×1.2皿)に収容,飼
 =奮水温を26㍉以下に翻温した中で養成を行い供試した。供試親貝.の殻長範囲は5.4～9.9cm
 であ。た。・

 産卵誘発装置は図1のと拾貞で,雌雄別々に目004容のパソライト水槽を用い,この中に
 一縦51×横3ヨX深さ27c血のポリ製の籠を垂下し,この擁に25～62個のI親貝を収容し,は
 じめ飼育水は200石満たし次にこの海水を1K四ヒーターによ。て要3-0～60分で5…パ。
 昇温させ15～・20分放置衝冷却水(20.O=)を注ぎだから,ぱじめめ水温から1～プ。低
 目に下げるとい。た温度刺激を数回くり返すことによ。一て放精放卵を促した。た券,こうい。た
 反覆温度刺I激によ。て通常放精現、象が早く存こるので,この日P8rmθを雌に添加することも産
 卵を誘発させるのに効果があ。た。斯様にして得られた受精卵は,洗卵後154容のガラヌ水槽
 に約50万粒あて収容し,これをさらにパソライト水槽(50口」e容)や,塩ビの角型水槽
 (1.8XO.9×0.9班一)帽それぞれ1～2個あて水浴させ,中で卵発生が進み撞輸子となり浮上
 波出するのをま害てガラス水槽を除去し,ふ化後3日目には予め硅藻を着生したタキロン波板や
 パソライトフイルムを上記飼育槽に7～20枚あIて垂下しこれにトコブシ稚貝を付着させた。

 その後7～10日目に野外で池底に砂㌔栗石を敷き込んだコンクリート水槽(3.5×2.0×1.5
 皿)10面に移し,流水飼育を行。た。

 た拾,ぶか後40日目,殻長4m皿に成長したものには,アラメ,アオサ等の生海藻を投与し
 た。

 結果と考察

採卵

 人工種一苦の量産をはかるたあには,童ず完熟した親貝を確保し,これから大量の受精卵と健全
 豪ふ化幼生を得ることが先決と在るが,種子島産のトコブシについ一では採卵時期が高水温期にあ

 たるために,陸上タンクでの蓄一春期間中成熟貝にへい死するものが多く母貝の確保が困難となり
 しかも産卵誘発に最も有効老手段と考えられてきた昇温刺激によりて親貝の衰弱を早めたり,異
 常卵を一放出させたりした。そこでこういった高水温による弊害をさけるためにクルマエビ用の冷

 却水槽を用い飼育常水温29川32～から26叩以下の低温飼育に切り換えたところへい死も

 少く産卵誘発のための温度刺激も昇降自由に行え容易に採卵することが可能とな。た。

 産卵誘発ぱ8月20日～11月13日'まで17回行い,この申受精卵からふ化幼生を得られた
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 のは第1表のと拾りで10圓であ日だ。

図1産卵誘発装置

 a…冷却コンクリート水槽
b㍗フレオンペイプ
 Cろ過槽

 d一ハンライト冷却水槽

e1KWヒーター

 f一パンライト産卵槽

 9一ポリ水切籠,.
 h注気パイプ



 表1温度刺激による産卵誘発案鹸例

 水温(。G)放出書での時間受供試具

月目当初飼採卵
水温加温刺激温度(時呑)(時期精

 44・λ325-126・1干出※1・0自然.05ト50m+5462
 "9425228ヨ鰯3103h-25m-03・一毫5-5462
 "99255る1・9"6・405一一2507・一.58-4348
 "91025131・2"6・102・一0205-25+4348

 ・91223,826,6単一2.8-00-4502一一00+3327
"9・1324・431・1"6・701-4503.35-3025

 "92424.42λ1"・4・70I『一2004-10-6030

 "10・1258帆9"4・100-4501-15+6030

 "10・224・82λ2"4・404-55.一6030

 "仙625・4287"3・303-0003`30+6053

 "1α924・2287"4・504-4004i40-4458

"10・1022.4294"Z003'5505-10+4639

"10・1323・7285"4・802-4503-15+5963

"10・1522.7284"5703-3004-30+5963

"10・2221・3289"Z603-0004`48+4853

"10・2918630・8"12・202-1004-48+4144
 川・1～・・・・…卜・。一・・一

88万4飛笠

101万粒

ろ0"

120万粒

8万粒

 80万。

 240万・
 84万〃

 36万。

 注9月3日の自然産卵は冷却タンクからのサイフォン切れで止.水に売り僅か庄昇温刺激による

 発生の経過

 受精卵は正しい球形で,その大きさは卵黄の径が0.16m皿,卵膜を含めた径が0.20皿mで
 さらにこの周囲は0.3川0.5m工nの厚い寒天質で包唾れている。受.精卵は水温2Z1～2ZポG

 で受精後8～15分で第1極体(Platθ2)を,続いて第2極体が現われ,さらに受精後30
 ～50分で第1分裂(Platθ3)が起こり,40分～1時間20分後には第2分裂(Pユatθ4
 1時間20分～2時間後に第3分裂(P1atθ.5),2時間10分後に第4分裂が行在われ私

 さらに3時間20分後に桑実期(皿0ru1a8ta9θ)に達し,胞胚期を経て4時間10分後
 には原腸期(ga8trula日tagθ)に達し,4時間50分で担輪子(tro.ohophorθ一

 θta日θ)(P■atθ6)と在り,5時間50分後には卵膜中で盛んにせん毛を動かす個体が
 みられ,さらに6時間40分後には卵膜中で回転運動をはじめ,7時間30分後には
 troohoPhOrθの形でふ化する。この時期のtrooho曲。rθの大きさは縦長172u、幅
 159uである。さらにこれらのふ化幼生は早いものでは,9時・間40分で貝殻を生じ被面子期

 (vθユi9θr冨七agθ)(P1atθ8・9)に達し,15時間で眼点を認め,さらに足が
 発達しその背方に轟幼殻が形成され、体を貝殻の中に引きこめるように友る。(Platθ10)
 この時期の幼殻の大きさは長径250u,短径220uである。54～58時間後には葡旬生活

一392一



 に入批個体牽千るように姑,さらにア・時間後には幼殻殻口の右傾1に用口殻(・θ・・日・㎝・ユ
 日h8ユ■)を生じ,一成長の早いものでは5日目には用口殻がO・198mm伸長し,全殻長O・38In血
 (P1ate11)に達す瓦さらに受精後19日目に当る9月22日には殻長1.85,殻幅1・47囮皿
 に成長し第1呼吸孔の形成し走稚貝(Plat目13)がみられ,童た25日目には殻長2.6皿町殻
 幅1.9享皿mで第5呼吸孔が形成され殻の表面に殻前部より螺頂に向。て鮮明左斑紋が認められる
 ように在る。売拾,40日目には殻長4.0皿回以上成長したものには,アオサ,アラメの生海藻を

 投与し飼育を続け,受精後104日目の12月16日には平均殻長11.1mm(15・4～5.0㎜㎜)
 平均殻幅7.6皿m(9,6～3.6エロm)に成長した。

 表2稚貝の成長

       測定月日受精後の飼育水平・・均最大最小       経過日数温(。O)。殻長×殻幅殻長×殻幅殻長×殻幅摘要
       44.一9.4127.4207×1671ユ

       "7426.8250×150uu
       "8527,0276×230350×250240×170用口殻形成

       "962Z1370亙276390×280340×250

       "10.7一27.3438×344470×360420×340

       "1-18一27.0474×394480×390460×380

       "131027,2600×516620×560560×470

       "211826.91.25×1.04mm1.38×1.16Inm1.19×0.99mm

       "242126.91.75×1.401,88×1.491.70×1.30呼吸孔形成

       "292626,52弓5×1.752,72×1,941,99×1.55・(2ケ)

       10.83ち・24.る3,3-7×2.493.65×2.652.87×2.11・(4ケ)

       "13402.2.34.14×2.984.40×3.183.84×2.60〃(6ケ)

       "214823.15.70×4,216.10×4.404.88×3.75・(7ケ)一

       "2・55221.寧6.1弘4・346.75×4.635.55×4.08・(9ケ)

       1146221.O6.66×4.63….9,60×6.303.50×2.60・(11)

       "11・・69一186IZ50×5231二α1×6.955,40×3.80・(12)
       "177520.1823×5.6916.2×14.05.42×3.80"(13)

       〃25831849.76×6.ア014.5メ↑2.O7・40×5.20"(14)

       12.1610軋16.111.1×7,6015.4×9.65.OO×3.60"(16)

 採苗一・一…

 前述作手;一うに1ア回め誘発実験中1一咽採卵ふ化維をえているが・この中・早・日分につ
 いて採卵から放流種苗とし一て稚貝を取りあげた12月17日'までの減耗を調査した結果では、は

 じめの9月3日に88万4千個の掌精卵をパソライト(500～容)2槽に収容,2日目にはこ

 の中の95%にあたる84万がふ化したのでこg子化幼生をパンライト水槽4面に日θt飼育開
 始4日目には付着用波板を1槽I当りアー枚あてを義下(当日さらに3槽追加,飼育槽をア槽とす
 る),6～8日目には付着稚貝数を計数14万9千個(16%)を野外コンクリー一ト10屯水槽
 2面に移す。105日目放流するため全稚貝を取りあげ2面で5,045個当初のTeliger

 二き9も二



 幼生数に対し0、.6%ρ歩留意りになった。

 なお,水槽別のフグトコブツの採苗数は表3のと拾りで総計26-040個の採苗がてさた。

 図2稚貝の成長



 表3フクトコブシの水槽別採苗数

水槽番号 種菌
生産数

 平均殻長×殻幅 取上月日 放流月日 採卵月日

10屯1

2
3
4
5
6
7
8

509

4.709

5,9口1

3.146

4.093

2.637

1.681

3.364

7.6

8,7

11,3

11.81

10.49

11,3

11,1

11.4

5.3

6.1

7.5

8,04

7.2

ア.5

7.6

又6

45.1.26

44.12,244.12,18

12,2

12.16

12.16

12.16

12.17

 S44,10/15～10/29

"10/1～10/6

〃9/10

9/1010/10

9/1010/6

9/109/12

9/る

9/3

 言十26・040

摘要

 (1〕フグトロプシ(種子島産。才ガヲメを含む)の人工採萬を試み,昭和44年9月3日～同年12
 月17日の105日間の飼奮で殻長5.0{15.4mm,平均殻長11.09㎜mの稚貝26.04口個

 を生産出米その間の発生経過について知見をえ允。
 (2〕フクトコブシの産卵盛期が8月下旬の高水温期にあるため産卵誘発に昇温刺激を反覆すること

 は.母貝の衰弱たどから正常在受精卵を得にくい。従。て,今後計画的握=産化をはかるためには
 冷却水槽を用いて成熟した供一試貝の養成確保と産卵誘発時の低温刺激を行左うことがより効果的

 であると考えられた。
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 Plate.1.フクトコブシ発生経過



 §クロアワビ(Euhaliot1isd.i色。us.Reeve)

 の種苗生産試験
 昭和38年度からクロアワ.ビの人工採苗紅?トての基礎試験を継続実施レ七率だが,今年度から

 新設され走垂水増殖センタ丁停寿いて,..牧師裡芦牽得る定めの量産化試験を行左い次あよ5友結果
 壱得たの七報告する・。

 材料…と1・方.法一.
 実験に供した親貝は,.昭和44。年1二0月218日,・11月。12自,11一月26山27日に上甑の満

 1内,里村両漁協に持・いて採捕さ・れたも'ので,=毎回現地で生殖巣の発達したものを選別一初回157
 '個(雄自70パ1睦r87)・;一Z回目109個・(雄÷36,1雌昌73):る・回目1・03個(雄=43
 '雌畠6I0)した偽ポリ生鍍に収容し,阿久根港経由垂水増殖センターに輸送レた。これらの親
 1貝は1ヨン〃・リ・一ト水槽(3・5×2・・GX110血)一・2面に雌雄別々に収容し、=・アーラベアオサ,・コンブ
 (乾物。)を捜餌し在がら流水飼育し,以後適宜に抽出供試した。
 一産卵誘発は,毎回雌雄の親貝をそれぞれ10～3'0個体選び,どれを一30分～2時間空中に露出
 させた後,雌雄別々にポ・リ製の水切り籠(縦6者X横43X深さ330血)に採容,さらにこの籠

 三線箒驚熟、機羊常槽機、竜練熟㌫こ
 通気を行一〇た;ヒーターに上。一亡昇温後15分前後そのままで放置し,その後再ぴ冷却水(2.0'O
 以下)を流し,はじめの飼育水温より1…ゼC低目に下げた後採卵出来浸ければヒーター・による

 昇温を繰り返した。こうした反覆温度刺激を繰り返すことによ。て放精放卵を促した。放卵後は直
 ちに親貝を取り除'き,200目のナイロンフィルターで飼育水を除き,さらに60目のサランネッ
 トで狭雑物を除去し,次にろ過海水で卵洗漁を数回行。た後,154ガラース水槽に約50万粒あて
 収容,さらにこの水槽をパンラーイト水槽(5004容・)並びに角型の塩ビ水槽(1・8×0・9×O・9
 皿)にそれぞれ1～2個・垂下した。そして18～20時間後にふ化したtro舳。Phθreが浮上

 波出するのを見計。てガラス水槽を取り除き,次にこの幼生が付着生活に入る5巳目に予め珪藻を
 つけたタ・キロン波板やバンライトフイルム,ポリ。エチレシフイルムを垂下しこれに稚貝を付着させ
 7～1口日後に二重底循壊式の野外コンクリート水構屋内コシクリート水槽に移し,流水飼育を
 行。走。な存,初期稚員の餌料は主にNit目8hia,Navicuユa,Mθユ。日ira等の付着

 性の珪藻を波板や水槽壁底に着生させたものを投与,殻長4m皿以上に成長し年ものには,ハバノ
 リ,アラメ、アオサ,ワカメ等の生海藻を占・えた。
 た拾,稚貝の飼育水槽は表2にあるように直接卵から日θtし左もの,波板に付着したものを
 日θtしたもの'移殖したもの等含めて大小42面のコンクリート水槽を用いた。

 結果と考察
採卵

 これまでの試験でクロの産卵誘発には干出在らぴに温度刺激が最も有効を手段であることが判。

 たので,今年度は主に以上のようだ刺激で産卵'誘発を計。た。誘発実験の経過は表一1のと括りで
 16回の誘発実験で10回の受精卵が得られた。何れも温度刺激をかける前に30分～1時間40

 分の干出を行。たが,今年産はこの干出刺激だけで放精放卵した例は左く,何れの場合も1K田の
 ヒーターによる温度刺激によ。て受枯卵をえた。な持,毎回放精現象が早くみられたので,長時聞
 放卵しない場合この精子海水を雌の飼育水2004当り3川54程度添加すること隼よ。て産卵が
 誘発された例があった。



 表1温度刺激による産卵誘発実験例

          水温(。o)放出までの時間受供試具
          月日当初飼加温刺激温度(時分)(時分)精採卵          水温

          44.11.1818722,6単一3..60.1h-2.5m01h-52m十1`1111・O万粒
          11.2019.230.4反覆'10.601-0003-25'1611

          11.2319.125.4皿6.301-1304-36・十610660"

          11.28一16.625.O単一4.701-1003-17・斗寸2351一、050・
          11.2916.225.9"6.101-5002-4-0十16112.5"

          12.1.14.725.2"10.500-50.02-32一十11。39350"

          12.415.624.9"9.300-5003-08十12・54r二62ち"

          12.1414.421.2〃6,8.02-0104-10十1215:3-6o}

          .I12.191&125.8反覆9.701・一02・03一番0十1215一2-89〃

          12.2015.82Z7"11,901-1203-35十一'122斗430"

          ・12.2318125.2単r7.101-0502-33十1244。550"

          12.2413.826.1"12.3一0'1。一0404・一10一3226一〃一

 ※(45)1/1葦1/17,〕/29,1/3q何れも受精卵得られず。

採董

 クロアワビの発生経過につい一てば前年度までの事業報告書で報告したと拾りで省略するが,今
 ..年度の稚貝の成長を図示すると図1のとおりで昭和44年11月1-8日から12月23日までに
 ふ化し允幼生を翌年6月6目まで201日間飼育を続け殻長6.2～一29・ア皿エロの稚貝107,891
 .個を採菌で.きた。

 を拾水槽別の採'茸数は表一2のと・拾りであ日で,最も成績の良か。た・水槽.でも1皿3当り1,376
 個φ採苗に.とど茸り.,1㎜3当り5,000個以上の当初の採苗目標は達成できたか。た。
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 図1稚貝の成長



 表2クロアワビ0水槽別採苗数

      水槽番号種有      生産教平均殻長×殻幅取上月日放流月日摘要.
      0歯r113.フ69%1-Z14軸1345.5-2112/4採卵

      23、口3012・0518845.14・」二甑.11/19～11/23
      52,02111・718695.15〃〃
      48.37910・371-Z69・5.i5〃〃
      556112.37:9095.“〃
      681516・82112.265.16〃11/2色12/19"
      75,771144811α695.16〃1.1/23'"
      810,0251α641Z925.16"11/2312/4"I
      95,Oヨ513・0619755.16"11/18"
      1口6.61289615.16〃11/19

      7屯一14,4491“81λ595.7〃〃
      24,819一16-26111.805.17〃一".・.
      32,97514.4611α425.18〃"
      41,6591己6619995,18〃11/1811/19",

      1511・8舳51&825.19〃H/18,11/19"
      813841Z3715.19〃11/28

      沌一111,160化971仙515.17"3月以降雨天槽から
      25,ア781年231川5.17"搬入
      364715・64=11.565.1ア〃〃
      42,769101?718075.8〃"
      53,フ5211・9918935.12""
      677111.0・5.13〃〃

      2屯一16,012λ211・6.945.〃〃"
      22,51986816.545."〃".
      32,7618戸41州5."〃"
      4391892ワ5.2口''"

      純一135221・5115.16.5456.16"
      21.41154Z18      22956.6"       ".

      333622.1116.06.6〃〃
      425422,011&46.6〃π
      522223・511Z06.5〃"
      61.5882,8441己9611馬66.1〃〃      713・62110.085.2045.5.21"      218
      82.2731011715.2045.5,21〃

      60屯一16,085)4.4112011211採卵10屯一10え移す
      26,330)(投手グ2竜一1・
      5(475)4.61Z1ト12253-5"
      6(26,033)4.1口12.4～〃3-6,10■8"
      フ(11,071)4.3121412.19弓ト51上11トヲ"
      8(1165δ4,312.1～"三HH1トア10一一9"
      計107891

(註)(

左持,
 )印はS44.12～S45,4一まで飼育レ,その後上記水槽に分散収容した。
 総計・採苗数には集計せず。
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摘要

 (1)一クロブワビの放流種苗をうる定めの量産技術の開発を目的とした人工採苗試験の結果昭和
 44年11月18日～昭和45年6月6日までの201目のふ化飼育で殻長6.2～29.7mm

 の稚貝107,891個を生産できた。

 (2)産卵誘発に干出と温度刺激が有効凌手段であることを再確認するとともに.冷凍機を備えた一
 命靭水槽を用いることによ。一で,供試貝の養成確保と誘発の光やの水温変化をより効果的に容
 易に行浸えるように庄。たb

 13)量産技術の改善目一標の一つとし一て集約生産をばからねば庄らないが,今年度採再成績の最も
 良か。たものでも皿3当り1,370個で、当初言十画のm3当り5,000個の採苗は達.せられなか
 ○た6今後さらに採卵法,水質管理,餌料左とについて再検討改善をはかるべきである。

 (4)人工採竜一稚貝の貝殻の色を餌料種によりて特徴ある色彩が表現できたので今後放流効果の永久

 標識と.しIて活用すべきである。

文献

(1)猪野峻(1966):水産増殖叢書11

 (・)山口昭宣クロアワビの産卵誘発と俸内餌郎ついて1醐・・年度二1召和戸・幟
廃水試事業報告.

担当山口昭宣野村俊文



 §クルマエビ集約1生産試験

 本邦に拾けるクルマエビ養殖は瀬戸内海沿岸を中心に発達してきたが,その養殖方法は粗放的形
 態で多一く行一をわれ、現在底面綾1対当り堂009内外の年間生産量。とされセいる。これまで本県で
 は,このクルマエビ養殖は澄どんど行をわれをか。たが,一その要因としては,立地条件としての廃
 .塩田や低れんな飼一料,一養殖技術だとが全く在か。たことがあげられる。そこで本年度から発足した
 垂水増殖センーターに拾いて,出荷時209,1対当り2kgの生産量を目標一として,二重底循環方
 式及び配合餌料による高密度飼育試験を実施した一。試験項目としては,
 ①収容密度別試験一…;・・使用油110m3(9×5×2・5エロ)4面。1対当り100.200

 300,40-0尾の各区。餌料と←て・アサリ肉,1スルメイカ,雑魚,雑エビ,雑カニ、配合飼
 料Kl,K2を使用した。飼育期間7月9日～11月30日。
 ②配合餌料試験……使用地60m3(Z5×4×2皿)4面。1対当り200尾。飼料とし

 三鶯∵目∵重.と干餌区には㍗イカ1その他を使用した傭期間7月22r
 ⑧冬期加温養殖試験……使用地60皿3-1面。スチームコイルにて25～前後に加温。

 1対当り150尾。餌料として,習己合餌料K4を使用した。
 以上詳細在結果については,後日報告の予定であるが,冬期加温試験に巻い一で,当初の目標であ

 ○た1ガ2kg以上の2.5kg,平均体重19gで1㎡当り130尾を達成した。飼育期問は10

 月20日用2月10日量での110日間で,1.49からそ99に成長した。
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 §クルマエビ種苗放流追跡調査

 クルマ平ビ種苗放流の坤果を確認して栽培漁薬の進展を期する目的で,種苗を八代海(出水市)
 に放流.して追跡調査した。

 1・放流場所および一漁業概況
 八代海を対象擦場に。出水市福ノ江干拓地先を放流場所と.した。同水城は沖側へ450m.面積

 約200万材の県下最大の干潟を形成する極めて内湾的性格の強い漁場であり,古くからのり養
 殖漁場,クルマエビ漁場とし一て知られ,いずれも県下.第1位の生産をもつ.漁場である。特にクル
 マエビは昭和34年頃までは手繰網に.よるクルマエビ漁業の全盛を極め走が,その後,干拓によ
 る干潟漁場の狭めい化に伴■.て次第にエビ資源が減少したた.め手繰網漁業も衰退した。現在では
 エビ刺網も主体に小型機船底曳網(打瀬網)によつてクルマエニビ漁業が表されてい紅(第1表

第1図)
2放流種苗

 垂水増殖センターで種苗生産した11D789方尾のタノkマエビ種苗を5～7月の間に4回に分け

 一て放養し走。種苗の体長はZ2Gm～.1斗5G血,一体重2・1皿g～36・81ngの範囲.であ。た。
(第2表第2図).

3種苗輸送
 種苗はスッタ製1トン活魚槽2～4個に収容して酸素補給し左がら輸送した。1トン活魚槽1

 個あた.りの輸送量は35万～136.5万尾であ。た。輸送には3.5時間を要したが,種苗を取り
 あげて柚現地嫡/辛てには十.・7・時間辞しれ
 4囲い網による保護育成
 ラッセル網地(400・選)で面綾1,450ガ,12角形に網囲いを施設した。(第3図)

 囲い網による保護胃成期問は6～昌中間で,放義時の収容密度は第1回目が最も少なくて,
 4'80尾＼ガであり,第2層目放養の際ぱ3,夢00尾/ガで最も多か。走。飼育期間が短いので

 ・一・日間育成結果で嫡敵よる坤り,.蝉左どの大敵みられた知れ
 また,.輸送による種苗の衰弱ぱr¥ん一とみられず・放流当初は囲い網壁面に杓箔するものがみ
 られるが,大部珍は庫都に移行して砂の上に定着した。中腰を游泳するもの埣殆んど.庄か。た。
 囲い網の目が約3mmと大きいために,潮の動き一に伴帥Iて網目から逸脱する毛のがあ。た。
 保護育成中の飼料とし一てアサリ,グチたどをミソチにかけて、一括エビ体重の約30%を規準に
 揖餌した。大方,グチ魚肉ヂ主であ。た。.
 放養の都摩,ゲラーソ粉末(ロテノヲ市量4%一)2盲。P皿の濃度で,甲い網内の審魚を駆除した
 が,飼育の途中でヒメハゼ,ゴンズイ。が浸入し乍り,声だ,満潮時マアジが飛込んだりした。
 これらの胃内容をみると,ヒメハゼ(B.n3.8㍗56一皿m)で1～4尾を食害し・て在り,また,

 マアジ(B・用ろ川1・ll・岬)㍗中鰍害岬手組の害魚は最下幸郷
 除去しえた。

 また,.7.月10日の放肇g撃舛6月下旬カニ1らの集中豪南あとでまだ海辺戸…回復し往い状態で放
 養した・その結果翌日朗囲い網内で約・・%φ、い弾舛9・この師鏑取揚げから放流
 までの。山の変化をみると

 、①種苗生産池の飼育海水(種苗取揚げ煎)gC工15-30%
 ②輸送海水叫・干・…一・一:...一・一1王45%一



 ⑧放流現場に放一義時のO皿10.8g%

 (4)放流現場の放養翌日最干潮時のCL7・41%
 と変化し一て低下した。へい死の原因は,一般的在輸送による種.苗の衰弱の他に上記のよう左かん度の
 の変化が重を。たためにへい死をもたらしたものと考えられる。

5底質
 放流漁場周辺の底質調査として,放流地点を中心に沖合.250m,海岸線に沿。て左右600
 mの範囲で調査点11点につき底質の粒止組成,灼熱減量を調べた。その結果.砂底砕α5～
 0.2皿皿の細砂が60～74%であ貞,書だ,灼熱減量ぱ1.91～2.45%であり,クルマエビ
 漁場としては必ずしも有機質の多い漁場であるとはいえ庄い。(第I3表,第4図)

 6追跡調査と結果

 調査はポソープ網、小型底曳網,エビ籠により7月中旬から1口月下句書で10同行た。従。
(第4表)

 漁場ぱ6月†句からの集中豪雨により,ニゴリ,低かん,泥土の堆積衣ど悪海況が続いた。ニ
 ゴリとか人度め自復は比較的早か。たが,泥土の堆積ぱ8月一杯まで続いた。従。て七月から8
 月にかけて行た。た追跡調査の結果では放流漁場周辺の海況が回復し売いために,放流後の稚工

 ㌣g行方がわからず,追跡でき牟.か。允。・その後,9月に入。て海況が回復すると,放流群とみ
 られる大きさの稚手印…再び放流漁場周辺の干潟に出現し。9月1日のポンプ網調査てばクルマエ1
 工き稚エビー63尾を採集した。しかし,.9月中旬にはのり漁場準備として地割り作業主とが進ん
 だ定め曳網調査がでさたくな。た。

 このよ.うに,海況牽化や,のり漁場との共合などによ。一て遺跡は円滑にゆか左か。たが,9月の

 読査結果で大量に採集亨れたこと在とか亨,放流後の稚エビは低かん,にごり,泥土などをさけ
 セ移動レていたものと考えられた。
7漁獲調査

 .出水市漁協に拾ける昭和38年度以降のクルマエビ漁獲萬は第5表に示した。これによると昭
 和39年以降わずかたがら減少している傾向にあるが,大方,2～3トン台で大き在変動は在い。
 従。て昭和45年以降に漁獲が急増したとすれば,これを放流効果として判断し一でよいであろう。
 また,この表から,昭和44年8月～10月にかけては,前年の同期に比して2～4倍に増加

 してし(るが,これは時期的にも放流群の水揚げとは無関係であろ5。しかし,45年にだ。て.
 特に4,5月には昨年の1,5～2倍に増えて捨り,今後の水揚げ状況が期待される。
 8低かん海水に対する抵抗
 7月10日.集中豪雨後に稚エビ帝政養した際に多数のへい死を出した。そし一て'また,今後も囲
 い網保護期間中に起る環境の急変も当然予測されるため,比重低下に対する稚エビの低抗性をみ
 る必要があるので実験を試みた。

 材料にはクルマエビの稚エビP8～g(体長6.4～9.3m円平均体長88価1nのもの)50尾
 づっを100%,80%,60%,40%,20%,10%海水の各試験区に収容してへい死状
 態を3日間観察した。容器ぱ154ガラス水槽を使。た。

 その結果,低かん水に直接収容した場合,100～40%区では1日後,2日後ともに生残尾
 数の脱皮がみられたが,20%、10%区では,脱皮したか。た。へい死は,60%(0工888
 %)以上では全くだく,40%(CL6.15%。)てば1時間後持よび4～5時間後に'伽死個
 体がでたがその後は異常なか。た。20%(OL3-04%o),10%(CL1.57%o)区で
 は1～2時間後に多数のへい死があり,その後も時間の経過一とともにへい死が出たが,2日目
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 (44時間後)でも20%区で11尾,10%区で6尾が生き残りた。ま允.40%以下では・

 ムラサキイガイの投餌に対して摂餌行動が.鋪か。走。
 すなわち.健康左種苗であれば低かんに対しては極めて強い耐性を示すが,.その他の要因とし
 て輸送中の衰弱,ニゴリ,泥士をどの悪条件が重むとへい死牽生ずるものと考えられた。

担当権原久幸

第1図  八代海の漁場図及び放流場所



 第2図放流種苗の体長,体重組成

1回目放流5月24日

2回目放流6月17日

3回目放流6月27日

4.回目放流7月10日



 第3図.囲い網保護施設

第1表  出水市の漁業概況

   組合正組合貞数38・5
   員数準組合負数一40

   小型機船底曳網31

   機船船曳網6
   漁
   ゴチ網35.

   業建..網19

   キビナゴ流し網7
   種
   工.ビ刺網一56

   類一本釣44

   ツ.ボ網6
   雄一網1

   そ一の他刺網50

   動力5ニトン以上205

   船数5トン未満7

 第2表放流拾よび種苗

       放養一放養放養体長(om)体重(.皿9)

       回目月日尾数範囲平均範、囲平均
       万尾

       第1回目5'2470.Dア.2…11.19.62.1_11.ら7.7

       2一一卜1ブ4妙4ア19_1出9-7年7+㈹Z8

       る6-27319・5.?0}仏411.68児㌻的01戸・費

       47-10243-0..8かla512.34.8～36.814,6

       =計、,67鯛、



 .第3表放流場所周辺の底質

       粒度組成(1nm)       自七灼熱減量
       >3.“>1.00>0.50>0.21>O・05(%)

       10.70%11.47%69.90%17.92%2,324%

       20.5511.7673.3・014.392.41一

       30.340.6226.7760.52i1.741.986

       40.120.4911.6659.2728462.447

       50.259.54ア5.0715.392.361

       60.255.2075.5019.042.047

       70.38ア.4774.6117.371.913

       80,232.7373.9622.942,311

       90.112.3362.7634.48之113

       10o,312.7611.0464.5221.162.258

       一110.876.5566.6025.982.103

 第4表追跡調査による採捕状況

    調査調査漁具採集クルマエビ
    月/日尾教体長範囲一

    7/11ポンプ綱213.2～15.1(㎜m)
    アZ18"0

    〃エビ籠o

    8/8エサ曳き網12100
    9/1・ポ・ソフ網6専16.5～76.0
    "エサ曳き網273.0～104.O
    9/17ポンプ網13.9
    "エサ曳き網274.0～204.口
    10/8ポンプ網111.0
    10/28エサ曳き網240.0～{09.0

 第5表クルマエビ漁獲変動(.出水市漁協調べ)  ()は推定数量
         一

         ¥3839404142434445
         12236356522(20)5418
         23322306311(2口)321

         319595511510(20)220
         44176140334100504297

         5327375335492367394277416

         6445479(400)558576748785
         7337589(500)904872578574

         8845337(400)500520268617
         925975933635750511ア429

         10276948333165390119冬8q
         11177285472171121868・6・

         127210フ18411924(4333

         計2,8534,472(3,220)3,8433,518(2,463)3,3824472
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 §トコブシ種革放流追跡調査.

 沿岸資源の維持増殖をはかる丸め.天然の環境内で最も自然消耗の多い幼生の時期を,人為的に
 陸上タンク内で種苗育成し,更に天敵その他自然界のあらゆる環境に対応できる大きさに育て衣糧
 .苗を優先的に放流して漁獲効果をはかるといういわゆる栽培漁業の試みとして;クルマェベアワ
 ㌢昨餅行しIちトコブシ種苗を西ノ表市に放流した。調査には熊毛支庁宮田主色松元普及員はpめ,
 市商工水産課後庵係長他職員茸よび浦日ヨ漁協住吉協協の協力を得た。

 I事。前調査
 1.調査場。所.

 イ西ノ表市浦田地先口西ノ表市住吉地先(歯1歯)一
 2.調査月日昭和44年11月25～26日

3.調査方法

 放流予定地点を中心に9点の調査点を設け,これに2皿×2mのロープ枠を設置して既棲ト
 コブシとその他共合生物,餌料海藻などを中心に調査し,毛の他地形についIても調査した。
 坪刈り調査は現地ダイバー5～6名によ。て作業し,地形は調査員2名でスケッチと写輿で調
 査した。

 4・調査結果と考察

 2皿×2皿坪刈りによるトコブシの採締結果は第1表に示した。すたわち,9点に拾ける棲
 息量は浦田で29ア個体(平均33個体/4材)に対し,住吉は47個体(平均5個体/
 4ガ)で棲息量に大差があ。れ特に浦田は最高93個体/4ガを数え、しかも住吉に比し・て
 大型である。

 また,海藻食性の共合種として挙げられる動物は浦田でツラヒゲウニ,ナガウニ,二㌣キゥ
 ズなどを主とし一て13種70個体を数え,重た住吉では13衝ろ9個体で;共合動物種と
 しても溝田が多か。た。

 海藻は浦日ヨで13種を採集した方かでホ:/タワラ類ユカリ箸が多か。た。住吉では16種
 を数え,そあうち,ソゾ観ナミノハナ,ユカリ警が多く,ホンダワラ類は見られ在か。た。
 住吉の海藻相は多種にわたるが,量的に少庄いようである。

 以上のことから,トコブシの棲息環境としては浦日ヨg方がよく,棲息密度が高い割には大型
 のトコブシに成長する歳放流漁場としては溝田が適地であろう。しかし,溝田,在吉のいづ
 れにしろ,トコブツなどの根付資源については放流に先駆け・て藻場造成をする必要があろうJ
 水深は浦田が6川8m、住吉が己5-5.5mであ。た。

皿事後調査
 1.調査及び放流場所西ノ表市浦日ヨ地先

2.放流月日昭和44年12月18日

 3.調査期間昭和44年12月18日から
 4・放流種苗種苗教2α822個体大きさS工16.1～14.ア皿皿
 (種一苦は漁船によりて海上輸送し,防虫網をば。た輸送枠で運んだ。(第2図)
 5.調査方.法.調査ぽできるだけ毎月一回,地元市役所漁協を中心に,現地のグィ
 バーによ。て潜水観察し,調査の秤度5～6揮体の標本幸採捕レて当本試へ送。てもら。た。
 &調査結果と考察
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 麹られ1走綴本にり伽志は放流群は送られたタジク飼育中の餌料海藻特にア=オサによ。て緑色
 を呈して寄り,,この殻色がそのまま残るために天然群とは明らかに識別できた。(第3図)
 調査の都度'本試へ送付さ九た標本について測定した結果茸第2表に,また放流後9生長を第
 4図に示した。・す左わち,14叫程度で放流したものは3ヵ月経つと30叩位の生物学的最
 一・小形に達するよIうである。

 放流後の分載状態や歩留まりについては精査していを仏カ㍉現地での調査報告では放流1ヵ月

 後でも放流地点を中心に半径10m囮位g範囲て定着して翁り,あまり大きを分散ばしてい淳い
 ようである。このことは,放流地点周辺が1コブシの棲息環境として適して拾キIあ淳り餌料海
 藻が不足し庄いため,海藻を求めて大きく移動しをいものと思われる。歩留まりについては,数

 的在資料がたいが,再補は簡単にできる一ようで可成均の歩留りが予測され,今後の水揚ヴの変化
 が期待される。
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第1図  調査及び放流場所 第2図  トコブシ放流種苗の殻長組成





 第4図放流後の殻長,殻幅成長



 第1表坪刈り調査によるトコブシ棲息状況

         ■一
         !St浦田住士口

         個数殻長範囲個数殻長範圏         !

         12940.5～80.01133.5～46.2

         24732.2～780427.4～且7.7

         39る30.0～7806286～44.2

         4'1-054.5…70.O633.9～65.5

         52324.1用80.O1227.O～59.5

         64420,2冊75.0424.9～49.7

         71157,O川83.0245.O～583

         82029.8'…85.O1る3.5

         92023.4H90.〔!167.9

         計29747

第2表  調査による再捕標本の測定

        調査協放流時の大きさ放流後の大きさ生長量
        月i日殻長(皿エロ)殻幅(ロユ皿)殻長(皿m)殻幅(mm)殻長殻幅

        114.610,017.112.22.52.2

        1/19214・210.51.6.311.32.る0.8
        (32日)312.39.01.6.011.03.72.0

        412,08.212.98.80.90.6

        59.36.510.27.20.9lO.7

        1一14.7一10.521.614.46.93.9

        3/10214.010.321.815.口7-84.7
        (41日)311.08.115.210.44.22.3

        49.0zo15.811.35.94.3

        510.98.216.O11.45.13.2

        114.710.030.420.815.710.8
        4/30

        214.09.428.620.口14.610.6
        (92日)311.38.225.017.213.79.0

        411.68.124.317.{12.ブ9.O

        6/23112.58.236.O22,823.514.6

        (146日)213.08328.818.715.810.4

        110.5三z.636.424.225.918.3

        7/212『2.2一7.934.6.23.O22.415.1
        (174日)312.08034.0一22.922.O14.9

        41て.08032.8'一21.221.813.2
        510,06.925.51不115.310.2

 ()は放流後の経過日数



 §瀬戸内海栽培漁業
実践漁場設定調査

 前年度に引続き,瀬戸内海栽培漁業協会を中心とした実践漁場設定調査事業の一環として,同

 協会志布志事業場よりクルマエビ種苗494万尾を受入れ志布志町前川地先に放流し,有明湾に

 泣ける放流後の追跡調査並びに放流漁場環境調査を実施した。内容の詳細は下記報告書別冊で報

 告ずみであるので参照されたい。

昭末口44年度瀬戸内海一栽培漁業実践漁場設定調査事業報告

担当椎原久幸
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